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Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
期
に
お
け
る
医
師
会
の
設
立
・
加
入
体
制
の
構
築
経
緯

〔
要
旨
〕
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
期
に
設
立
さ
れ
た
現
医
師
会
（
日
本
医
師
会
お
よ
び
地
方
医
師
会
を
含
む
）
は
「
任
意
設
立
・
任

意
加
入
の
社
団
法
人
」
と
い
う
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
戦
前
の
医
師
会
は
法
定
団
体
で
あ
り
、
「
任
意
設
立
・
強
制
加
入

体
制
」
、
あ
る
い
は
、
「
強
制
設
立
・
強
制
加
入
体
制
」
を
と
っ
て
い
た
。
本
稲
で
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
下
に
お
い
て
現
体

制
が
構
築
さ
れ
た
経
紳
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
特
に
（
３
）
に
つ
い
て
は
文
献
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
内
容
が
不
正
確
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
（
１
）
終
戦
後
の
医
師
の
共
通
の
要
望
は
、
医
師
会
に
対

す
る
Ⅲ
家
の
統
制
の
排
除
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
医
師
会
の
抜
本
的
改
組
に
対
す
る
医
師
の
反
対
は
な
か
っ
た
。
（
２
）

改
組
作
業
に
勝
わ
っ
た
朕
帥
会
幹
祁
は
「
Ⅲ
勢
力
の
柵
存
」
を
日
諭
ん
で
医
師
会
の
「
強
制
設
立
・
強
制
加
入
体
制
」

を
維
持
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
示
に
よ
り
、
「
任
意
設
立
・
任
意
加
入
制
」
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
（
３
）
医
師
会
が
民
法
三
四
条
に
基
づ
く
公
益
社
団
法
人
と
な
っ
た
の
は
医
師
会
が
法
定
団
体
と
な
る
こ
と
に
Ｇ
Ｈ

Ｑ
が
反
対
し
た
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
医
帥
会
の
法
定
団
体
化
を
承
認
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
記

述
は
誤
り
で
あ
る
。
医
師
会
が
法
定
団
体
と
な
る
こ
と
を
断
念
し
た
実
の
理
由
は
厚
生
省
が
そ
れ
に
反
対
し
た
た
め
で

あ
る
。キ

ー
ワ
ー
ド
ー
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
髄
期
、
公
衆
衛
生
桶
祉
肋
（
Ｐ
Ｈ
Ｗ
）
、
医
師
会
、
改
組

日
本
医
史
学
雑
誌
第
五
十
巻
第
二
号
平
成
十
五
年
五
月
二
十
六
日
受
付

平
成
十
六
年
六
月
二
十
日
発
行
平
成
十
六
年
四
月
十
七
日
受
理

神
里
（
所
）
彩
子
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こ
の
よ
う
に
日
本
医
師
会
は
「
任
意
設
立
・
任
意
加
入
の
公
益
社
団
法
人
」
と
い
う
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
下
部
組
織

（
３
）

で
あ
る
「
都
道
府
県
医
師
会
」
、
「
郡
市
区
医
師
会
」
に
も
当
て
は
ま
る
「
医
師
会
」
（
以
下
、
日
本
医
師
会
、
都
道
府
県
医
師
会
、
郡
市
区
医
師

会
の
総
称
と
し
て
使
う
）
共
通
の
体
制
で
あ
る
。

（
４
）

と
こ
ろ
で
、
後
で
詳
し
く
見
る
よ
う
に
、
戦
前
の
医
師
会
は
、
医
師
法
（
明
治
三
九
年
制
定
）
や
国
民
医
療
法
（
昭
和
一
七
年
制
定
）
と
い

っ
た
法
律
を
根
拠
と
す
る
法
定
医
師
会
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
設
立
・
加
入
体
制
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
九
年
医
師
法
で
は
任
意
設
立
・
強
制

加
入
制
が
、
大
正
八
年
の
医
師
法
改
正
以
降
は
強
制
設
立
・
強
制
加
入
制
が
と
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
任
意
設
立
・
任
意
加
入
の
公

益
社
団
法
人
」
と
い
う
体
制
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
期
に
設
立
さ
れ
た
現
医
師
会
に
お
い
て
は
じ
め
て
と
ら
れ
た
体
制
な
の
で
あ
る
。

医
師
会
の
体
制
は
こ
の
よ
う
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
期
に
大
き
く
変
化
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
経
緯
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
論
文
は
管
見
の
限

り
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
筆
者
が
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
で
手
に
入
れ
た
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
公
衆
衛
生
福
祉

（
戸
、
）

局
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
／
Ｐ
Ｈ
Ｗ
）
の
旨
①
目
○
国
且
巨
昌
さ
吊
詞
①
８
ａ
（
記
録
の
た
め
の
覚
書
、
以
下
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
覚
書
と
記
す
）
や
当
時
の
日

（
２
）

委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
、
日
本
医
師
会
は
、
我
が
国
を
代
表
す
る
全
国
的
医
師
団
体
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
医
師
会
が
特
別
な
法
規
定
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
法
定
団
体
で
な
い
こ
と
は
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
日
本
医
師
会
は
主
務
官
庁
の
許
可
を
得
て
任
意
に
設
立
さ
れ
た
公
益
社
団
法
人
で
あ
り
、
他
の
公
益
法
人
と
そ
の
資
格
に
お
い
て
何

ら
差
が
な
い
団
体
で
あ
る
（
民
法
三
四
条
）
。

（
１
）

ま
た
、
日
本
医
師
会
の
会
員
数
が
医
師
総
数
の
六
割
程
度
に
過
ぎ
な
い
こ
と
も
一
般
に
も
た
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
日
本
医
師
会
員
で
な
く
て
も
医
業
を
行
う
上
で
支
障
は
な
く
、
日
本
医
師
会
に
加
入
す
る
か
否
か
は
各
医
師
の
任
意
の
判
断
に
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本
の
医
療
雑
誌
に
お
け
る
細
か
な
情
報
等
を
精
査
し
た
上
で
紡
ぎ
合
わ
せ
、
医
師
会
が
本
体
制
と
な
る
に
至
っ
た
経
緯
を
考
察
し
た
い
。

医
師
の
資
格
法
は
近
代
医
学
教
育
を
受
け
た
医
師
の
増
加
を
背
景
に
明
治
三
九
（
一
九
○
六
）
年
に
制
定
さ
れ
た
「
医
師
法
」
に
は
じ
ま

る
。
そ
れ
以
降
、
「
医
師
法
」
や
「
国
民
医
療
法
」
と
い
っ
た
医
師
の
身
分
を
規
定
す
る
法
律
の
中
に
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
く
規
則
や

勅
令
の
中
に
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
よ
う
な
医
師
会
に
関
す
る
規
定
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
医
師
会
は
現
在
の
よ
う
な
民
法
上
の
社

団
法
人
な
ど
で
は
な
く
、
法
律
を
根
拠
と
す
る
法
定
医
師
会
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
に
「
医
師
法
」
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
「
医
師
会
令
」
が
改
正
さ
れ
る
ま
で
は
医
師
会
と
は
道
府
県

医
師
会
お
よ
び
郡
市
区
医
師
会
（
あ
る
い
は
郡
市
医
師
会
）
の
み
を
指
し
、
全
国
組
織
の
日
本
医
師
会
は
法
定
団
体
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
制
定
の
「
国
民
医
療
法
」
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
「
医
師
会
及
歯
科
医
師
会
令
」
で
は
「
中
央
団
体
の
統
制
力

（
６
）

を
簡
素
強
力
」
な
も
の
と
す
る
た
め
に
郡
市
区
医
師
会
は
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
任
意
設
立
・
強
制
加
入
団
体
と
さ
れ
て
い
た
日
本
医
師
会

が
強
制
設
立
・
強
制
加
入
の
団
体
に
変
更
さ
れ
た
。

本
題
に
入
る
前
に
、
現
医
師
会
の
体
制
を
位
置
付
け
る
の
に
有
意
義
と
思
わ
れ
る
の
で
、
現
医
師
会
よ
り
前
の
医
師
会
が
い
か
な
る
設

立
・
加
入
体
制
を
と
っ
て
い
た
か
、
簡
単
に
で
は
あ
る
が
見
て
い
こ
う
。

な
お
、
以
下
の
内
容
お
よ
び
現
医
師
会
の
体
制
を
ま
と
め
た
の
が
表
１
で
あ
る
の
で
参
考
に
さ
れ
た
い
。

医
師
会
の
設
立
に
関
し
て
は
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
の
「
医
師
法
」
改
正
以
降
、
強
制
設
立
制
が
と
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
明
治
三
九

（
７
）

年
に
「
医
師
法
」
が
制
定
さ
れ
る
に
際
し
て
も
洋
方
開
業
医
（
以
下
、
開
業
医
と
記
す
）
の
団
体
は
、
開
業
医
の
業
権
の
確
立
と
権
益
の
強

な
お
、
以
下
の
内
容
お

１
医
師
会
の
法
的
根
拠

が
強
制
設
立
・
強
制
加
入

２
医
師
会
の
設
立
体
制

一
、
現
医
師
会
に
至
る
ま
で
の
医
師
会
の
設
立
・
加
入
体
制
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表1

’
明治39年医師法

・医師会規則

大正8年改正医師

法・医師会令

大正12年改正医師

法・改正医師会令

昭和17年国民

医療法・医師会

及歯科医師会令

民法34条

(現医師会）

ユー

ーLL 任意（道府県医師

会、郡市医師会）

三『L

瓦又 強制（道府県医師

会、郡市区医師会）

強制（道府県医師

会、郡市区医師会）

／任意(日本医師会）

強制（日本医師会、

道府県医師会）

任意（日本医師会、

都道府県医師会、郡

市区その他医師会）

加入 強制（加入対象は、

郡市医師会は官公立

病院以外の医療施設

において医療に従事

する医師、道府県医

師会は道府県内の郡

市医師会）

強制（加入対象は、

郡市区医師会は公私

立の診療所、治療

所、その出張所にお

いて診察又は治療に

従事する医師、道府

県医師会は道府県内
の郡市区医師会）

強制(加入対象は､郡

市区医師会は公私立

の診療所､治療所､そ

の出張所において診

察又は治療に従事す

る医師、道府県医師

会は道府県内の郡市

区医師会、日本医師

会は道府県医師会）

強制（加入対象は、

道府県医師会は医業

に従事しているか否

かにかかわらず軍医

を除く全ての医師、

日本医師会は道府県

医師会）

任意（加入対象は、

医師）

役員の選出方法｜規定なし 総会における選挙｜総会における選挙｜官選 選挙

会員に対す

る懲戒権

郡市医師会は会則違

背会員に100円以下

の過怠金を徴収する

旨の規定を会則に設

けることができる。

郡市区医師会にあり

(證責、500円以下

の過怠金、3年以内

の議員・予備議員・

役員の選挙権・被選

挙権、代議員の被選

挙権の停止）

郡市区医師会にあり

(證責、500円以下

の過怠金、3年以内

の議員・予備議員・

役員の選挙権・被選

挙権、代議員の被選

挙権の停止）

道府県医師会にあり

(誼責、1000円以下

の過怠金、3年以内

の議員・予備議員の

選挙権・被選挙権の

停止）

医師会会長にあり

(会告、除名。裁定

委員会の審議裁定を

経る必要あり。）

医師免許取

消・医業停

止処分権

内務大臣（中央衛生

会の審議を経ること
が必要。郡市医師会

は地方長官に具申で
きる）

内務大臣（中央衛生

会の審議を経ること

が必要。郡市医師会

は地方長官に具申で

きる）

内務大臣（中央衛生

会の審議を経ること
が必要。郡市医師会

は地方長官に具申で

きる）

厚生大臣（道府県医

師会は厚生大臣に具

申できる）

厚生労働大臣（医道

審議会の意見を聴い
て）

医籍の備置｜内務省 内務省 内務省 厚生省 厚生労働省
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（
８
）
（
９
）

化
を
図
っ
て
強
制
設
立
制
の
採
用
に
向
け
た
運
動
を
し
た
。
結
果
的
に
は
、
帝
国
大
学
出
身
者
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ー
ト
医
師
の
団
体
の
猛

（
Ⅷ
）

反
対
が
通
っ
て
任
意
設
立
制
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
当
時
多
数
を
占
め
て
い
た
非
エ
リ
ー
ト
開
業
医
は
強
制
設
立
制
を
望
ん
で
い
た

の
だ
っ
た
。
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
に
は
、
全
国
規
模
の
開
業
医
団
体
で
あ
る
「
大
日
本
医
師
会
」
が
任
意
に
結
成
さ
れ
、
医
師
会
の
強

制
設
立
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
正
八
年
の
「
医
師
法
・
医
師
会
令
」
改
正
で
強
制
設
立
制
と
な
っ
た
こ
と

は
、
開
業
医
の
長
年
に
わ
た
る
運
動
の
結
実
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
他
方
で
、
大
正
八
年
の
本
改
正
で
医
師
会
が
強
制
設
立
団
体
と
さ
れ

た
理
由
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
次
の
加
入
体
制
か
ら
わ
か
る
。

医
師
会
の
加
入
体
制
は
、
一
貫
し
て
強
制
加
入
制
が
と
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
対
象
範
囲
が
次
第
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
見
落

と
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
明
治
三
九
年
制
定
の
「
医
師
法
・
医
師
会
規
則
」
で
は
官
公
立
病
院
以
外
の
医
療
施
設
の
医
師
の
み
と
さ
れ

（
、
）

て
い
た
の
が
、
大
正
八
年
に
改
正
さ
れ
た
「
医
師
法
・
医
師
会
令
」
で
は
官
公
立
病
院
の
医
師
も
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、

前
述
の
よ
う
に
、
大
正
八
年
の
改
正
が
開
業
医
の
強
制
設
立
・
強
制
加
入
制
に
向
け
た
運
動
の
み
を
受
け
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る

だ
ろ
う
。
当
時
、
国
は
、
衛
生
行
政
の
範
囲
の
拡
大
を
進
め
て
お
り
、
医
師
会
を
公
共
的
機
関
と
位
置
づ
け
、
そ
こ
へ
の
幅
広
い
医
師
の
加

入
を
義
務
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
衛
生
政
策
を
遂
行
し
よ
う
と
い
う
国
家
の
政
策
的
意
図
も
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

更
に
、
戦
時
体
制
下
に
制
定
さ
れ
た
「
国
民
医
療
法
・
医
師
会
及
歯
科
医
師
会
令
」
に
お
い
て
は
加
入
対
象
範
囲
が
広
が
り
、
医
療
に
従

事
し
て
い
な
い
医
師
免
許
取
得
者
ま
で
も
が
医
師
会
へ
の
加
入
を
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
軍
医
を
除
く
）
。
同
法
は
戦
力
増
強
の

た
め
の
「
国
民
体
力
ノ
向
上
」
（
同
法
第
一
条
）
を
目
的
と
す
る
法
律
で
あ
り
、
こ
の
目
的
に
向
け
た
政
策
を
軍
医
を
除
く
全
て
の
医
師
お
よ

び
医
師
免
許
取
得
者
に
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
が
そ
の
狙
い
で
あ
っ
た
。

３
医
師
会
の
加
入
体
制

４
医
師
会
の
自
治
権

会
員
に
対
す
る
医
師
会
の
懲
戒
権
に
つ
い
て
は
、
一
貫
し
て
、
過
怠
金
の
徴
収
、
選
挙
権
・
被
選
挙
権
の
停
止
は
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の



神里(所)彩子:GHQ占領期における医師会の設立・加入体制の構築経緯248

前
記
の
よ
う
に
、
終
戦
当
時
の
医
師
会
は
「
国
民
医
療
法
」
に
基
づ
く
も
の
で
、
戦
力
増
強
に
向
け
た
「
国
民
体
力
ノ
向
上
二
関
ス
ル
国

策
二
協
力
ス
ル
」
（
国
民
医
療
法
第
一
六
条
一
項
）
こ
と
を
担
っ
た
全
体
主
義
的
な
国
家
の
別
働
機
関
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
医
師
会
が
民

主
主
義
と
相
容
れ
る
は
ず
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
医
師
会
改
組
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
詳
し
く
言
え
ば
、
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ

以
上
を
前
提
と
し
た
上
で
、
本
題
に
入
っ
て
い
こ
う
。

我
が
国
は
、
米
・
英
・
中
（
後
に
ソ
連
も
参
加
）
の
首
脳
の
連
名
で
発
せ
ら
れ
て
い
た
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
を
受
諾
し
、
一
九
四
五
年
八

月
一
五
日
、
終
戦
を
迎
え
た
。
こ
れ
よ
り
、
我
が
国
政
府
は
、
「
民
主
主
義
的
傾
向
の
復
活
強
化
に
対
す
る
一
切
の
障
害
を
除
去
」
（
「
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
第
一
○
項
目
」
）
す
る
責
務
を
連
合
軍
に
対
し
て
負
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
殊
に
日
本
を
単
独
占
領
し
た
ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
を
重
視

し

た
○

最
後
に
、
役
員
の
選
出
方
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
国
民
医
療
法
」
に
基
づ
く
「
医
師
会
及
歯
科
医
師
会
令
」
で
大
き
な
変
革

が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
は
役
員
は
「
選
挙
」
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
て
い
た
が
、
本
令
に
よ
り
「
官
選
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
日
本
医
師
会
長
に
つ
い
て
は
、
道
府
県
医
師
会
員
中
か
ら
「
厚
生
大
臣
ノ
奏
請
」
に
よ
り
内
閣
が
任
命
し
（
同
令
第
二
五
条
一

（
吃
）

項
）
、
道
府
県
医
師
会
長
に
つ
い
て
も
「
地
方
長
官
ノ
具
申
」
に
よ
り
厚
生
大
臣
が
任
命
（
同
令
第
二
六
条
一
項
）
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦

力
増
強
と
い
う
国
策
遂
行
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
者
を
宮
が
選
出
す
る
た
め
の
変
更
で
あ
っ
た
。

５
役
員
の
選
出
方
法

最
後
に
、
役
員
の
選

が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

例
え
ば
、
日
本
医
師
全

の
、
免
許
取
消
し
や
医
業
停
止
と
い
っ
た
厳
罰
の
執
行
権
は
所
管
大
臣
が
掌
握
し
て
い
た
。
ま
た
、
会
員
の
登
録
簿
で
あ
る
医
籍
も
管
轄
省

内
に
備
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
点
、
後
述
の
よ
う
に
、
現
医
師
会
制
定
過
程
に
お
い
て
こ
の
体
制
か
ら
の
離
脱
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
は
着
目

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
現
日
本
医
師
会
が
「
任
意
設
立
・
任
意
加
入
の
社
団
法
人
」
と
な
っ
た
経
緯
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Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
に
お
い
て
医
療
政
策
を
担
当
す
る
公
衆
衛
生
福
祉
局
弓
巨
９
，
国
①
画
匡
四
目
弓
の
厨
昂
艀
昌
目
も
国
弓
）
が
手
を
つ
け
な

（
画
）

け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
の
一
つ
と
な
る
。

１
第
一
次
改
組
作
業
Ｉ
官
選
役
員
制
の
廃
止

医
師
会
改
組
は
、
一
九
四
五
年
二
月
二
○
日
に
公
布
さ
れ
た
「
医
師
会
令
一
部
改
正
の
勅
令
」
に
お
け
る
役
員
選
出
方
法
の
変
更
を
も

っ
て
は
じ
め
て
行
わ
れ
た
同
年
一
二
月
一
日
施
行
）
。
本
勅
令
に
よ
り
、
前
述
「
医
師
会
及
歯
科
医
師
会
令
」
の
官
選
規
定
が
改
正
さ
れ
、

（
川
）

日
本
医
師
会
の
会
長
お
よ
び
副
会
長
は
都
道
府
県
医
師
会
員
中
よ
り
、
ま
た
、
都
道
府
県
医
師
会
の
会
長
お
よ
び
副
会
長
も
そ
の
会
員
中
よ

り
、
各
々
の
総
会
で
「
選
挙
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
改
正
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
民
主
化
政
策
の
一
環
と
い
う
面
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
医
師
会
は
「
国
民
医
療
法
」
制
定
に
際

（
妬
）

し
て
官
選
制
に
反
対
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
終
戦
と
同
時
に
出
て
き
た
官
製
医
師
会
否
定
、
医
師
会
の
民
主
化
と
い
っ
た
医
師
の
声
に
押

（
妬
）

さ
れ
て
終
戦
直
後
の
こ
の
時
期
に
改
正
が
な
さ
れ
た
と
い
う
面
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

選
挙
は
、
都
道
府
県
医
師
会
に
つ
い
て
は
翌
年
二
九
四
六
年
）
一
月
一
○
日
迄
に
、
日
本
医
師
会
に
つ
い
て
は
そ
の
一
ヵ
月
後
の
二
月

一
○
日
迄
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
規
定
が
「
附
則
」
に
お
か
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
四
五
年
一
二
月
中
下
旬
よ
り
各
都
道

府
県
医
師
会
に
お
い
て
、
会
長
お
よ
び
副
会
長
を
選
挙
で
決
定
す
る
旨
会
則
を
改
正
し
た
上
で
、
役
員
の
選
挙
が
進
め
ら
れ
た
。

東
京
都
医
師
会
で
は
、
一
二
月
二
八
日
に
臨
時
総
会
が
開
か
れ
、
中
山
寿
彦
氏
が
全
三
八
票
中
三
二
票
の
圧
倒
的
多
数
を
獲
得
し
て
会
長

（
Ⅳ
）

に
選
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
翌
年
二
月
一
日
の
日
本
医
師
会
第
四
回
臨
時
総
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た
日
本
医
師
会
役
員
選
挙
で
も
「
予
想
さ

（
鵬
）
（
Ⅲ
）

れ
て
い
た
」
と
お
り
中
山
氏
が
三
七
票
中
三
三
票
の
圧
倒
的
な
得
票
数
で
会
長
に
選
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
山
寿
彦
氏
は
、
官
製

日
本
医
師
会
副
会
長
、
ま
た
、
更
に
遡
れ
ば
「
国
民
医
療
法
」
に
基
づ
く
日
本
医
師
会
を
設
立
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
設
立
委
員
会
の
委

（
鋤
）

員
長
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
時
体
制
下
の
日
本
医
師
会
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
物
が
絶
大
な
支
持

を
得
て
日
本
医
師
会
会
長
と
な
っ
た
こ
と
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
に
異
議
を
唱
え
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な
か
っ
た
の
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民
主
的
手
続
を
踏
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だ
以
上
は
日
本
の
や
り
方
に
任
せ
る
と
い
う
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
民
主
化
政
策
方
針
の
あ
ら
わ
れ
で

（
到
）
（
地
）

あ
ろ
う
。
一
方
、
副
会
長
に
は
滋
賀
県
医
師
会
長
の
西
田
太
一
郎
氏
が
「
予
期
せ
ざ
る
」
当
選
を
す
る
の
だ
が
、
「
大
都
市
の
古
い
大
学
閥

（
鋤
）

の
会
員
と
は
対
照
的
な
地
方
医
師
の
代
表
者
」
で
あ
る
西
田
氏
の
選
出
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
公
衆
衛
生
福
祉
局
長
サ
ム
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大
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Ｑ
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
終
戦
後
間
も
な
く
、

ま
ず
は
、
民
主
主
義
に
必
須
の
要
素
で
あ
る

「
選
挙
制
度
」
が
医
師
会
に
導
入
さ
れ
、
役

（
妬
）

員
の
選
出
方
法
の
民
主
化
が
な
さ
れ
た
。
し

か
し
、
以
下
に
見
て
い
く
よ
う
に
、
こ
れ
は

医
師
会
改
組
作
業
の
は
じ
ま
り
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。

（
１
）
抜
本
的
改
組
の
決
定

医
師
会
改
組
作
業
が
本
格
的
に
始
動
す
る

の
は
一
九
四
六
年
九
月
一
三
日
以
降
で
あ

る
。
公
衆
衛
生
福
祉
局
医
療
サ
ー
ビ
ス
課
長

で
あ
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
佐
国
胃
昌
⑦
．
旨
冒
‐

、
○
口
）
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
Ｐ
Ｈ
Ｗ
覚
書

（
妬
）

（
史
料
１
）
に
よ
る
と
、
こ
の
日
（
一
九
四
六
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こ
こ
で
一
つ
考
え
て
み
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
の
医
師
は
「
抜
本
的
改
組
」
を
望
ん
で
い
た
の
か
、
逆
に
言
え
ば
、
「
抜
本

的
改
組
」
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
一
方
的
な
要
求
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

戦
時
体
制
下
に
お
い
て
は
「
国
民
体
力
の
向
上
」
を
図
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
厚
生
大
臣
は
医
師
に
対
し
て
医
療
や

保
健
指
導
に
関
す
る
指
示
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
た
（
国
民
医
療
法
第
二
三
条
）
。
ま
た
、
医
師
に
「
品
位
を
損
す
る
行
為
」
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
当
人
に
弁
明
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
厚
生
大
臣
が
一
方
的
に
免
許
取
消
、
あ
る
い
は
医
業
停
止
の
処
分
を
行

（
鋤
）

え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
同
法
第
一
五
条
）
。
こ
の
よ
う
な
国
家
の
強
い
統
制
の
も
と
で
の
医
療
活
動
を
経
験
し
た
医
師
が
当
時
渇
望
し
た

こ
と
は
「
国
家
か
ら
の
自
由
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
医
師
が
医
師
会
に
望
ん
だ
こ
と
は
国
家
の
医
療
政

策
の
単
な
る
上
意
下
達
機
関
で
は
な
い
「
権
威
あ
る
医
師
会
」
と
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
随
所
か
ら
よ
み
と
れ
る
。

例
え
ば
、
大
阪
府
医
師
会
が
一
九
四
五
年
一
二
月
四
日
に
出
し
た
決
議
の
一
つ
に
「
医
療
制
度
確
立
に
伴
ひ
強
力
且
つ
権
威
あ
る
医
師
会
の

（
抑
）

建
設
を
期
す
」
（
傍
点
筆
者
）
と
の
決
議
が
あ
る
。
こ
の
内
容
は
、
医
師
会
が
医
療
政
策
全
般
に
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
よ
う
な
も
の
と

（
机
）

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
後
述
す
る
「
改
組
要
綱
案
」
か
ら
も
同
様
の
思
想
が
よ
み
と
れ
る
。
従
っ
て
、
「
権
威
あ
る
医
師
会
」
を
実
現
す
る

（
洲
）

記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
一
つ
》

的
改
組
」
は
Ｇ
面

（
断
）

年
九
月
一
三
日
）
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
佐
と
日
本
医
学
協
会
（
言
ｇ
ｏ
口
冨
の
ｇ
ｏ
巴
ｇ
ｇ
①
ご
）
役
員
等
に
よ
る
非
公
式
会
合
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
覚
書
に
は
、
本
会
合
で
「
日
本
医
師
会
は
徹
底
し
た
改
組
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
民
主
主
義
に
基
づ
い
た
、
一
般
の
人
々

に
最
適
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
医
師
の
科
学
的
進
歩
に
も
資
す
る
新
た
な
組
織
の
設
立
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の

見
解
に
日
本
が
全
面
的
に
賛
成
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
会
合
に
つ
い
て
触
れ
た
日
本
の
文
献
は
見

あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
抜
本
的
な
医
師
会
改
組
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
同
意
の
意
向
を
日
本
側
が
は
じ
め
て
明
ら
か
に
し
た
の
は
こ
の
時

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
同
覚
書
に
は
、
改
組
の
た
め
に
日
本
医
師
会
、
厚
生
省
、
一
般
医
、
帝
国
大
学
医
学
部
、
私
立
大
学
医
学

部
か
ら
各
一
名
計
五
人
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
委
員
会
の
設
置
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
要
求
し
た
の
に
対
し
て
日
本
側
の
同
意
が
得
ら
れ
た
と
も
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た
め
に
、
医
師
自
身
も
医
師
会
の
「
抜
本
的
改
組
」
を
望
ん
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
塊
）

本
会
合
か
ら
四
日
後
の
九
月
一
七
日
に
開
か
れ
た
医
師
会
臨
時
全
国
役
員
会
で
は
、
「
組
織
を
つ
く
り
直
す
」
と
の
方
針
が
決
議
さ
れ
、

戸
３
一

，
３
》

ま
た
、
「
有
力
な
る
調
査
機
関
設
置
」
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
頃
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
よ
り
医
師
会
改
組
に
つ
い
て
の

（
別
）

（
錨
）

意
向
が
非
公
式
に
伝
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
、
翌
一
八
日
に
も
全
国
役
員
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
、
委
員
会

（
邪
）

を
設
置
し
て
慎
重
に
審
議
す
る
こ
と
に
決
定
す
る
の
だ
っ
た
。

（
２
）
設
立
・
加
入
体
制
の
確
立

そ
の
後
、
民
主
主
義
の
方
針
に
沿
っ
た
医
師

寺
●
●
恩
会
改
組
の
計
画
を
審
議
さ
せ
る
た
め
に
、
Ｇ
Ｈ

蝿
》
》
》
辨
辮
》
．
〉
Ｑ
は
医
師
会
長
に
役
員
等
を
招
集
せ
し
め
、
九

＠
、
。

ｎ
回
ｒ

悪
一
一
一
一
一
一
》
一
》
一
一
一

幽１

や
（
抑
）

月
三
○
日
に
非
公
式
な
改
組
懇
談
会
が
開
催
さ

蕊
憲
￥
噛
蕊
纐

琿
釦

壺
皿

》
部

一

一
《
唖
《
》

一
睡
》

》

一
一
唖

２
）
に
よ
る
と
日
本
側
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
改
組
計
画

蝋
蕊
竃
還
艫
毒
寵
喝
寵
・

岬
型
こ
れ
に
つ
い
て
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
佐
は
「
意
見
を
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求
め
ら
れ
た
の
で
、
『
計
画
草
案
は
失
望
さ
せ

”
Ｌ
る
も
の
で
ア
メ
リ
カ
の
見
解
を
満
足
さ
せ
る
も

拳
》
一
一
》
》
》
↑
“
騨
蕊
熊
瑳
繁
補

《
０

》
》
嘘
》
の
で
は
な
い
』
と
答
え
た
」
と
同
覚
言
に
記
し

て
い
る
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
佐
が
な
ぜ
「
失
望
」

●
■
ｐ
ａ
珀
蒔和
唖
》
，鋤
し
た
の
か
ま
で
は
そ
の
覚
書
に
記
さ
れ
て
い
な

』
Ｐ
命
ｌ
恥
愈

Ｑ
ｑ
４

迦
皿
唾
認

昨
い
が
、
上
記
「
指
示
」
を
勘
案
す
る
と
、
草
案

睡
函
一
睡

○
凸
寸
０
。

２料
ま
ず
第
一
点
は
、
設
立
体
制
に
関
し
て
、
日
本

》
“
癒
鑑
鯉
曉
溌
窪

一
叱
睡
》
郵

唾》

「
理
想
的
な
形
式
は
自
主
的
組
織
で
あ
る
が
、

た
だ
ち
に
そ
の
よ
う
な
形
式
を
と
る
べ
き
か
否

か
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
る
。
こ

の
国
の
医
師
の
現
状
に
つ
い
て
の
深
く
広
い
見
識
を
持
っ
た
上
で
こ
の
問
題
を
慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、
便
宜
的
手
段
と
し
て
、
強
制
設
立

（
側
）

制
を
採
用
す
る
」
と
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
も
う
一
点
は
、
加
入
体
制
に
つ
い
て
で
あ
り
、
「
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
自
主
的
に
加
入
す
る
会

員
が
理
想
的
で
は
あ
る
が
、
い
か
が
わ
し
く
非
倫
理
的
な
施
術
を
行
う
医
師
が
今
も
い
る
こ
と
か
ら
、
当
分
の
あ
い
だ
、
諸
々
の
目
的
や
理

（
蛇
）

由
に
よ
り
現
行
と
同
じ
く
強
制
加
入
制
を
と
る
こ
と
が
賢
明
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
し
て
い
た
点
で
あ
る
。

こ
の
草
案
が
、
前
記
「
任
意
設
立
・
任
意
加
入
」
制
を
指
示
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
そ
れ
に
抵
抗
す
る
日
本
側
の
や
り
と
り
の
前
に
作
成
・
提
出
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さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
や
り
と
り
を
踏
ま
え
て
作
成
・
提
出
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
側
の
「
強
制
設
立
・
強
制

加
入
」
制
に
対
す
る
固
執
は
見
て
と
れ
る
。

で
は
、
な
ぜ
「
強
制
設
立
・
強
制
加
入
」
制
に
固
執
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
こ
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
強
制
設
立
」
に
し
な
い
と

（
粥
）

医
師
会
が
結
成
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
あ
る
い
は
、
複
数
の
類
似
団
体
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
り
、
「
強
制
加
入
」
に
し

（
叫
）
（
帽
）

な
い
と
医
師
の
多
く
が
参
加
し
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
理
由
の
背
後
に
、
「
旧
勢
力
の
温
存
」
と
い
う
医

（
棚
）

師
会
幹
部
の
思
惑
が
存
在
し
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
懇
談
会
で
は
、
前
述
の
九
月
一
八
日
の
全
国
役
員
会
で
設
置
が
決
定
し
た
改
組
に
つ
い
て
審
議
す
る
委
員
会
、
す
な
わ
ち
「
改

（
灯
）

組
審
議
会
」
の
委
員
と
し
て
西
田
太
一
郎
（
日
医
副
会
長
）
、
柿
沼
美
作
（
東
大
医
学
部
教
授
）
、
草
間
良
男
慶
大
医
学
部
教
授
）
、
久
下
勝
次

（
厚
生
省
医
務
課
長
）
、
斎
藤
潔
（
公
衆
衛
生
院
部
長
）
、
今
村
荒
男
目
本
医
学
会
・
西
部
連
絡
員
）
、
菊
池
米
太
郎
（
大
阪
府
医
師
会
長
）
、
花
岡

（
棚
）

和
夫
（
千
葉
県
医
師
会
長
）
、
隈
部
英
雄
（
結
核
予
防
会
企
画
部
長
）
、
浅
野
均
一
開
業
医
）
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
承
認
を
受
け
た
。
た
だ
し
、
お
そ

（
岨
）

ら
く
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
意
向
を
地
方
に
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
に
で
あ
ろ
う
が
、
北
海
道
お
よ
び
九
州
か
ら
の
代
表
者
も
加
え
る
べ
き
と
の
提
言
が
Ｇ

（
帥
）

Ｈ
Ｑ
か
ら
あ
り
、
最
終
的
に
、
こ
れ
ら
の
委
員
に
、
内
村
祐
之
（
日
本
医
学
会
・
東
部
連
絡
員
）
、
大
里
廣
次
郎
（
福
岡
県
医
師
会
長
）
、
安
井

（
田
）

雅
一
（
愛
媛
県
医
師
会
長
）
、
佐
藤
幸
三
（
宮
城
県
医
師
会
長
）
の
四
名
を
加
え
た
一
四
名
で
組
織
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
た
だ
し
、
こ
れ
に
中

（
舵
）

山
日
医
会
長
も
加
え
て
表
記
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
）
。

（
認
）

改
組
審
議
会
の
第
一
回
会
合
は
翌
月
一
○
月
二
二
、
二
三
日
に
開
催
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
な
医
師
会
改
組
要
綱
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
の
だ

へ
－

、～、

た甦！
○

医
師
会
の
目
的

一
、
性
格

二
”
）

〈
資
料
１
医
師
会
改
組
要
綱
案
（
抜
粋
）
〉
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任
意
設
立

「
同
一
郡
市
区
内
の
医
師
二
分
の
一
以
上
同
意
し
た
る
場
合
は
郡
市
区
医
師
会
を
設
立
す
る
こ
と
を
得

但
し
必
す
し
も
設
立
単
位
を
行
政
区
域
に
限
定
せ
ず
其
の
地
域
に
於
け
る
特
殊
事
情
を
勘
案
し
て
廃
置
分
合
を
な
す
を
妨
げ
す
」

「
理
由
」
医
師
会
運
動
の
「
ケ
ル
ン
」
を
郡
市
区
医
師
会
に
置
き
医
人
の
自
主
的
活
動
を
振
起
せ
む
と
す

都
道
府
県
医
師
会

「
医
師
は
郡
市
区
医
師
会
の
会
員
と
な
る
こ
と
を
得

医
師
に
し
て
医
師
会
に
入
会
せ
む
と
す
る
場
合
は
会
員
の
推
薦
を
要
す
」

「
理
由
」
医
師
会
は
会
員
の
自
主
性
を
基
礎
と
す
る
権
威
あ
る
団
体
た
ら
し
む
た
め
任
意
加
入
を
以
て
原
則
と
す
但
し
内
外
の
情
勢
よ
り
し
て

経
過
的
に
現
在
の
会
員
が
全
員
加
入
す
る
様
何
等
か
の
方
途
を
併
せ
講
ず
る
こ
と
と
す

将
来
は
新
会
員
の
加
入
に
つ
い
て
は
厳
選
を
建
前
と
す

二
、
組
織

イ
、
会
員

任
意
加
入

日
本
医
師
会
、
都
道
府
県
医
師
会
、
郡
市
区
医
師
会
は
法
人
と
す
る
。
」

「
理
由
」
新
生
医
師
会
は
政
府
の
御
用
機
関
的
性
格
を
根
本
的
に
払
拭
す
る
は
勿
論
徒
に
偏
狭
な
る
業
権
擁
護
団
体
に
再
び
顛
落
す
る
こ
と
な

く
飽
迄
も
国
民
の
福
祉
増
進
を
指
向
す
る
と
共
に
医
学
、
医
術
の
進
歩
並
に
医
師
の
資
質
向
上
に
対
し
積
極
的
努
力
を
傾
注
し
真
に
科
学
者
集

団
と
し
て
の
権
威
と
名
誉
と
を
自
主
的
に
確
立
せ
む
と
す

而
し
て
現
下
の
国
内
情
勢
よ
り
法
定
基
礎
に
よ
り
成
立
せ
し
め
権
威
あ
る
法
人
と
す

庁
仕
音
説
堅
ユ

郡
市
区
医
師
会

「
日
本
医
師
会
、
都
坐

る
を
以
て
目
的
と
す

ロ
、
組
織

会
員
の
構
成

都
道
府
県
医
師
会
、
郡
市
区
医
師
会
は
社
会
の
福
祉
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
並
に
増
進
の
た
め
医
学
医
術
の
向
上
発
達
を
図
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こ
の
改
組
要
綱
案
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
本
会
合
で
は
、
原
則
と
し
て
任
意
設
立
・
任
意
加
入
制
を
と
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
た
だ
し
、

設
立
体
制
は
例
外
な
く
任
意
制
と
な
っ
た
も
の
の
、
加
入
体
制
に
つ
い
て
は
九
月
三
○
日
に
出
さ
れ
た
改
組
計
画
草
案
と
同
様
、
強
制
加
入

制
を
経
過
措
置
と
し
て
お
い
て
お
り
、
や
は
り
こ
こ
で
も
日
本
側
の
強
制
加
入
制
に
対
す
る
執
着
が
う
か
が
え
る
。

な
お
、
本
要
綱
案
の
な
か
で
、
医
師
会
の
設
立
・
加
入
体
制
以
外
で
注
目
す
べ
き
は
、
「
其
他
主
要
改
草
事
項
」
の
二
点
で
あ
る
。
前
述

置
す
」

「
都
道
府
県
医
師
会
の
二
分
の
一
以
上
の
同
意
あ
り
た
る
場
合
は
日
本
医
師
会
を
設
立
す
る
こ
と
を
得
」

「
都
道
府
県
医
師
会
は
日
本
医
師
会
の
会
員
と
す
」

「
理
由
」
天
降
的
中
央
集
権
制
を
止
揚
す
る
た
め
都
道
府
県
医
師
会
の
自
主
的
な
発
動
を
俟
っ
て
任
意
に
日
本
医
師
会
を
設
立
せ
ん
と
す

其
他
主
要
改
草
事
項

拝
笠
忌
訊
亟
圭
￥

「
医
師
の
免
許
取
消
し
並
に
医
師
の
行
政
処
分
に
当
り
て
は
中
央
保
健
衛
生
調
査
会
の
審
議
を
経
る
こ
と
を
要
す
」

「
理
由
」
中
央
衛
生
会
の
権
能
を
日
本
医
師
会
に
移
管
し
権
威
あ
る
発
言
権
を
確
立
せ
む
と
す
」

「
日
本
医
師
会
に
国
民
の
保
健
衛
生
に
関
す
る
事
項
及
び
医
師
の
身
分
に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た
め
に
中
央
保
健
衛
生
調
査
会
を
設

「
理
由
」
会
員
の
身
分
に

二
、
中
央
衛
生
会
の
移
管

「
日
本
医
師
会
に
医
籍
を
備
え
医
師
免
許
に
関
す
る
事
項
を
登
録
す
」

「
理
由
」
会
員
の
身
分
に
関
す
る
基
本
た
る
医
籍
を
日
本
医
師
会
に
掌
握
せ
む
と
す

「
郡
市
区
医
師
会
の
二
分
の
一
以
上
の
同
意
あ
り
た
る
場
合
は
都
道
府
県
医
師
会
を
設
立
す
る
こ
と
を
得
」

「
都
道
府
県
医
師
会
内
に
在
る
郡
市
区
医
師
会
は
其
の
都
道
府
県
を
区
域
と
す
る
都
道
府
県
医
師
会
の
会
員
と
す
」

「
理
由
」
団
体
力
の
強
化
並
に
事
業
執
行
上
よ
り
都
道
府
県
医
師
会
を
任
意
に
設
立
せ
む
と
す

日
本
医
師
会

一
、
医
籍
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の
よ
う
に
医
籍
は
従
来
一
貫
し
て
管
轄
省
内
に
お
か
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
日
本
医
師
会
に
お
く
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
正

一
二
（
一
九
一
三
）
年
の
「
医
師
法
」
改
正
ま
で
は
免
許
取
消
し
や
医
業
停
止
の
処
分
を
内
務
大
臣
が
な
す
に
際
し
て
は
「
中
央
衛
生
会
」

の
審
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た
が
（
「
国
民
医
療
法
」
で
は
不
要
と
さ
れ
た
）
、
本
要
綱
案
で
は
そ
の
「
中
央
衛
生
会
」
の
権
能

を
日
本
医
師
会
に
移
管
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
点
は
一
見
地
味
な
変
更
に
も
見
え
る
が
、
医
師
会
が
「
自
治
権
」
を
持
と
う
と
し
た

こ
と
の
表
れ
で
あ
っ
て
重
大
な
変
更
点
で
あ
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
こ
の
よ
う
な
変
革
を
要
請
し
た
と
い
う
Ｐ
Ｈ
Ｗ
覚
言
等
の
資
料
は
見
あ
た
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
「
権
威
あ
る
医
師
会
」
と
な
る
べ
く
、
改
組
審
議
会
が
こ
の
よ
う
に
発
案
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
要
綱
案
は
二
月
一
八
日
の
全
国
役
員
会
に
提
出
・
協
議
さ
れ
た
が
そ
こ
で
は
決
定
せ
ず
に
、
翌
日
か
ら
開
か
れ
る
日
本
医
師
会
第
六

（
弱
）

回
臨
時
総
会
で
会
員
の
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
決
定
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
日
本
医
師
会
第
六
回
臨
時
総
会
は
大
波
乱
と
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
医
師
会
事
務
局
長
が
改
組
審
議
会
設
置

に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
改
組
審
議
会
に
お
け
る
審
議
経
過
の
報
告
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
岡
山
県
医
師
会
長
の
榊
原
亨
氏
が
改
組
審
議
会
に
よ

る
審
議
は
少
数
役
昌
〈
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
全
医
師
の
総
意
に
よ
る
改
組
委
員
会
を
作
っ
て
審
議
決
定
す
べ
き
、
と
噛
み
付
い
た
の
で

（
研
）

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
中
山
日
医
会
長
は
「
改
組
委
員
会
の
構
成
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
佐
の
至
急
作
る
様
に
と
の
言
葉
で
あ
り
、
地
方
全
会
員
の

総
意
を
聞
く
と
い
う
余
裕
は
な
か
っ
た
。
委
員
の
人
選
に
つ
い
て
は
連
合
軍
側
と
諒
解
の
上
慎
重
に
行
っ
た
。
又
改
組
に
対
す
る
意
見
は
別

（
黙
）

に
決
定
し
た
訳
で
は
な
い
。
総
会
の
意
向
で
大
綱
を
作
り
た
い
」
と
応
じ
る
が
、
榊
原
氏
は
引
き
下
が
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
「
新
憲
法

の
主
旨
に
則
り
自
主
的
医
師
会
の
設
立
促
進
を
期
す
」
と
の
総
会
決
議
を
し
た
上
で
、
こ
の
榊
原
氏
の
要
求
が
審
議
に
か
け
ら
れ
、
満
場
一

（
的
）

致
の
賛
成
を
得
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
全
国
各
都
道
府
県
医
師
会
か
ら
一
名
ず
つ
選
出
し
た
委
員
で
構
成
す
る
「
改
組
委
員
会
」
を
組

（
棚
）
（
制
）

織
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
「
改
組
審
議
会
」
の
他
に
、
三
七
名
の
全
国
代
表
で
構
成
さ
れ
る
「
改
組
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。

（
塊
）

こ
の
「
改
組
委
員
会
」
の
第
一
回
会
合
は
一
二
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
、
先
の
「
医
師
会
改
組
要
綱
案
」
の
逐
条

（
昭
）

審
議
が
行
わ
れ
、
各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
整
理
し
て
作
成
さ
れ
た
修
正
案
が
満
場
異
議
な
く
可
決
す
る
に
至
る
。
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以
下
、
前
掲
一

〈
資
料
２

－
、
性
格

任
意
設
立

「
郡
市
区
医
師
会
の
過
半
数
以
上
の
同
意
あ
り
た
る
場
合
は
都
道
府
県
医
師
会
を
設
立
す
る
こ
と
を
得
」

「
都
道
府
県
医
師
会
内
に
在
る
郡
市
区
医
師
会
は
其
の
都
道
府
県
を
区
域
と
す
る
都
道
府
県
医
師
会
の
会
員
と
す
」

日
本
医
師
会

惇
仕
一
届
設
立

「
同
一
郡
市
区
内
の
医
師
過
半
数
以
上
同
意
し
た
る
場
合
は
郡
市
区
医
師
会
を
設
立
す
る
こ
と
を
得

但
し
必
す
し
も
設
立
単
位
を
行
政
区
域
に
限
定
せ
ず
其
の
地
域
に
於
け
る
特
殊
事
情
を
勘
案
し
て
設
立
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
」

都
道
府
県
医
師
会

任
意
設
寸

郡
市
区
医
師
会

二
、
組
織

イ
、
会
員

任
意
加
入

「
医
師
又
は
医
師
免
許
を
受
く
る
資
格
あ
る
者
は
医
師
会
の
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
、
但
し
新
に
医
師
会
に
入
会
せ
む
と
す
る
者
は
会
員

の
推
薦
が
要
る
」

医
師
会
の
性
格

「
医
師
会
は
法
人
と
す
る
」

医
師
会
の
目
的

「
医
師
会
は
社
会
の
福
祉
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
並
に
増
進
の
た
め
医
道
の
昂
揚
と
医
学
、
医
術
の
向
上
発
達
を
図
る
を
以
て
目
的
と
す
」

ロ
、
組
織

会
員
の
構
成

「
医
師
会
改
組
要
綱
案
（
抜
粋
と
（
資
料
１
）
の
中
で
修
正
さ
れ
た
項
目
を
示
し
て
お
こ
う
。

（
伽
）

医
師
会
改
組
要
綱
案
（
抜
粋
）
〉
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こ
れ
を
見
る
と
、
一
○
月
の
第
一
回
改
組
審
議
会
に
作
成
さ
れ
た
「
医
師
会
改
組
要
綱
案
（
抜
粋
）
」
貫
料
１
）
に
あ
っ
た
「
二
、
組
織

（
鮪
）

イ
、
会
員
の
構
成
」
の
「
理
由
」
が
削
除
さ
れ
、
加
入
に
関
す
る
経
過
措
置
規
定
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
医
師
会
の
任
意
設
立
・

任
意
加
入
体
制
が
こ
こ
に
確
定
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
公
衆
衛
生
福
祉
局
医
療
課
長
補
佐
で
あ
る
モ
ル
ト
ン
少
佐
（
昌
一
８
口
。
‐
三
○
風
呂
）
が
記
し
た
こ
の
会
合
に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｈ

Ｗ
覚
聿
日
は
興
味
深
い
。
そ
こ
に
は
、
「
新
医
師
会
の
設
立
に
つ
い
て
の
真
な
る
関
心
が
と
て
も
小
さ
か
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
少
数
を

（
髄
）

除
い
て
都
道
府
県
医
師
会
の
代
表
者
は
無
関
心
で
あ
っ
た
。
あ
る
県
代
表
者
が
こ
の
問
題
は
無
駄
で
ば
か
げ
た
こ
と
だ
と
言
っ
て
い
る
の
も

聞
こ
え
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
医
師
会
の
目
的
そ
し
て
、
医
師
会
に
与
え
ら
れ
た
業
務
の
目
的
に
つ
い
て
の
理
解
が
多
分
に

欠
如
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
委
員
会
は
、
ま
だ
医
師
会
を
医
師
の
役
に
立
つ
、
医
療
及
び
医
療
技
術
の
水
準
を
高
め
る
た
め
の
組
織
で

な
く
、
医
師
の
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
監
督
す
る
た
め
の
機
関
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
」
と
の
コ
メ
ン
ト
も
付
さ
れ
て
い
る
。
前
者

（
師
）

の
コ
メ
ン
ト
と
同
様
の
内
容
の
指
摘
は
日
本
側
か
ら
も
あ
が
っ
て
い
た
。
後
者
の
コ
メ
ン
ト
は
「
旧
勢
力
の
温
存
」
を
図
る
医
師
会
幹
部
の

態
度
を
さ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
総
意
に
基
づ
く
改
組
を
す
る
た
め
に
全
国
代
表
に
よ
る
改
組
委
員
会
を
せ
っ
か

く
組
織
し
た
も
の
の
、
委
員
の
間
に
お
け
る
改
組
に
対
す
る
関
心
度
の
差
は
顕
著
で
、
「
全
国
代
表
」
と
い
う
改
組
委
員
会
の
特
徴
は
結
果

に
特
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

（
３
）
法
的
根
拠

一
二
月
九
日
の

め
ら
れ
た
要
綱
案

法
的
根
拠
の
確
定

二
月
九
日
の
第
一
回
改

れ
た
要
棡
案
（
資
料
１
）

「
都
道
府
県
医
師
会
の
過
半
数
以
上
の
同
意
あ
り
た
る
場
合
は
日
本
医
師
会
を
設
立
す
る
こ
と
を
得
」

「
都
道
府
県
医
師
会
は
日
本
医
師
会
の
会
員
と
す
」

回
改
組
委
員
会
に
可
決
さ
れ
た
「
医
師
会
改
組
要
綱
案
」
寶
料
２
）
は
、
一
○
月
の
第
一
回
改
組
審
議
会
で
ま
と

荷
１
）
に
あ
っ
た
．
、
性
格
医
師
会
の
目
的
」
の
「
現
下
の
国
内
情
勢
よ
り
法
定
基
礎
に
よ
り
成
立
せ
し
め
権
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威
あ
る
法
人
と
す
」
と
い
う
「
理
由
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
先
の
強
制
加
入
の
場
合
と
は
異
な
り
、
医
師
会
の
法
定
化

の
断
念
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
医
師
会
の
法
的
根
拠
問
題
に
つ
い
て
は
小
委
員
会
（
第
一
回
改
組
委
員
会
会
合
で
積
み
残
さ
れ
た
事
項

（
鮒
）

を
協
議
す
る
た
め
に
五
名
の
改
組
委
員
会
委
員
で
構
成
す
る
委
員
会
）
を
設
置
し
て
後
日
慎
重
に
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
（
「
都
道

（
的
）

府
県
医
師
会
及
び
日
本
医
師
会
の
会
員
対
象
を
法
人
と
す
る
か
、
自
然
人
と
す
る
か
」
に
つ
い
て
も
）
。
こ
う
し
て
、
医
師
会
の
任
意
設
立
・
任
意

加
入
体
制
が
確
定
し
た
第
一
回
改
組
委
員
会
以
降
は
、
医
師
会
の
法
的
根
拠
が
改
組
問
題
の
中
心
議
題
に
シ
フ
ト
す
る
の
で
あ
る
。

一
二
月
二
五
日
に
は
改
組
小
委
員
会
が
、
ま
た
、
翌
二
六
日
に
は
改
組
審
議
会
・
改
組
小
委
員
会
・
日
本
医
師
会
役
員
会
の
三
位
一
体
の

（
、
）
（
刊
）

連
合
会
議
お
よ
び
全
国
役
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
以
上
の
会
合
で
は
二
つ
の
重
要
な
決
定
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
会
員
対
象

を
、
郡
市
区
医
師
会
や
道
府
県
医
師
会
と
い
っ
た
法
人
と
し
て
い
た
そ
れ
ま
で
の
体
制
を
変
更
し
、
都
道
府
県
医
師
会
お
よ
び
日
本
医
師
会

の
会
員
と
い
っ
た
自
然
人
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。

他
方
が
、
医
師
会
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
は
、
「
特
別
法
人
と
し
、
こ
れ
を
単
行
法
規
と
す
る
こ
と
。
但
し
実
現
方
法
に
つ
い
て
は
三
位

（
花
）

一
体
の
会
議
に
お
い
て
決
定
す
る
」
と
の
決
定
で
あ
る
。
こ
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
「
果
し
て
連
合
軍
側
の
諒
解
を
得
ら
れ
る
や
否
や
頗
る

（
湖
）

疑
問
視
さ
れ
て
い
る
の
で
実
現
如
何
は
危
倶
の
念
を
い
だ
か
れ
て
」
い
た
よ
う
で
、
当
時
の
状
況
に
お
い
て
い
か
に
大
胆
な
決
定
で
あ
っ
た

か
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
医
師
会
の
任
意
設
立
・
任
意
加
入
制
が
決
定
し
た
以
上
、
「
権
威
あ
る
医
師
会
」
と
な
る
た
め
の
最
後
の
砦

と
し
て
、
日
本
側
は
医
師
会
の
特
殊
法
人
化
を
死
守
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

年
が
明
け
た
一
九
四
七
年
一
月
一
五
日
に
も
、
改
組
審
議
会
・
改
組
小
委
員
会
・
日
本
医
師
会
役
員
会
の
二
莅
一
体
の
連
合
会
議
が
ジ
ョ

（
利
）

ン
ソ
ン
大
佐
臨
席
の
も
と
開
催
さ
れ
、
改
組
要
綱
案
の
最
終
修
正
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
に
、
先
述
の
「
医
籍
」
お
よ
び
「
中
央
衛
生
会
の

移
管
」
の
項
目
に
つ
い
て
、
「
は
っ
き
り
と
揚
げ
る
こ
と
は
他
を
刺
激
す
る
よ
う
な
懸
念
も
あ
る
」
と
し
て
項
目
か
ら
削
り
、
「
此
の
仕
事
を

（
祠
）

医
師
会
が
や
る
と
い
う
事
を
巧
み
に
盛
り
込
む
様
に
字
句
を
訂
正
す
る
こ
と
」
と
の
修
正
が
な
さ
れ
た
。
こ
こ
に
い
う
「
他
を
刺
激
」
の

「
他
」
が
一
体
何
を
指
す
の
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
医
籍
の
備
置
権
を
持
つ
厚
生
省
や
か
っ
て
の
中
央
衛
生
会
委
員
の
こ
と
だ
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プ
つ
シ
フ
‐
か
。

以
下
、
確
定
版
と
も
い
え
る
医
師
会
改
組
要
綱
案
の
全
文
を
載
せ
て
お
こ
う
。
た
だ
し
、
医
師
会
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
は
、
単
行
法
規

（
布
）

に
よ
る
特
別
法
人
と
の
意
見
が
強
か
っ
た
も
の
の
決
定
は
留
保
さ
れ
た
。

〈
資
料
３
医
師
会
班

１
、
医
師
会
の
目
的

２
、
医
師
会
の
性
格

医
師
会
は
法
人
と
す
る

３
、
医
師
会
の
組
織

４
怪
聞
ム
エ

（
ａ
）
総
会

（
ａ
）
医
師
会
員

（
ｂ
）
郡
市
区
医
師
会

（
Ｃ
）
都
道
府
県
医
師
会

都
道
府
県
医
師
会
は
郡
市
区
医
師
会
の
会
員
の
過
半
数
の
同
意
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
。

郡
市
区
医
師
会
及
び
都
道
府
県
医
師
会
は
自
然
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

（
ｄ
）
日
本
医
師
会

（
ｅ
）
日
本
医
師
会

く
医
師
会
の
運
営

医
師
会
は
医
道
の
昂
揚
、
医
学
医
術
の
発
達
普
及
と
公
衆
衛
生
の
向
上
と
を
図
り
社
会
福
祉
を
増
進
す
る
を
以
て
目
的
と
す
る
。

医
師
及
び
医
師
免
許
を
受
け
る
資
格
の
あ
る
者
は
常
時
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

郡
市
区
医
師
会
は
設
立
区
域
内
の
医
師
の
過
半
数
の
同
意
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
。
但
し
、
設
立
区
域
は
必
ず
し
も
行
政
区
域
に
限
定
す
る

必
要
は
な
い

日
本
医
師
会
は
都
道
府
県
医
師
会
の
会
員
の
過
半
数
の
同
意
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
。
日
本
医
師
会
は
自
然
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

）
日
本
医
師
会
の
会
員
は
都
道
府
県
医
師
会
の
会
員
で
も
あ
る
。
都
道
府
県
医
師
会
の
会
員
は
郡
市
区
医
師
会
の
会
員
で
も
あ
る
。

（
両
）

医
師
会
改
組
要
綱
案
〉
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一
，
０
、
壼
尹
華
禾

代
議
員
会
に
お
け
る
決
定
事
項
は
す
べ
て
総
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

会
員
は
総
会
に
出
席
す
る
権
利
を
有
し
、
自
由
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
医
師
会
の
総
会
は
医
学
会
と
同
一
場
所
に
お
い
て
同
時
に
開
く
。

（
ｂ
）
代
議
員
会

代
議
員
会
は
議
決
機
関
と
す
る
。

医
師
会
代
議
員
会
の
委
員
は
会
則
に
よ
っ
て
予
め
決
め
ら
れ
た
人
数
選
出
さ
れ
る
。

郡
市
区
医
師
会
に
お
い
て
会
員
が
少
数
で
あ
る
場
合
に
は
、
会
員
総
会
を
も
っ
て
代
議
員
会
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
を

医
師
会
会
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
医
学
会
の
代
表
者
も
代
議
員
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

代
議
員
会
の
議
長
及
び
副
議
長
は
互
選
に
よ
り
選
出
さ
れ
、
そ
の
任
期
は
代
議
員
の
任
期
と
同
一
と
す
る
。

（
Ｃ
）
役
員
会

役
員
会
の
委
員
は
、

会
長
一
名

副
会
長
一
名

理
事
若
干
名

参
与
若
干
名

（
地
区
代
表
は
本
会
の
常
任
委
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
選
出
方
法
は
会
則
に
従
う
。
）

医
師
会
は
会
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
必
要
な
ら
ば
前
記
の
委
員
の
他
役
員
及
び
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

役
員
の
任
期
は
三
年
と
す
る
。

医
師
会
の
会
長
、
副
会
長
、
理
事
は
代
議
員
会
に
お
い
て
会
員
よ
り
選
出
さ
れ
る
。

（
ｄ
）
裁
定
委
員
会

医
師
会
に
裁
定
委
員
会
を
置
く
。
裁
定
委
員
は
、
医
師
会
員
よ
り
選
出
す
る
。

医
師
会
は
下
記
の
事
業
を
行
う
。
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（
ａ
）
日
本
医
師
会
は
医
籍
を
備
え
、
医
師
免
許
に
関
す
る
事
項
を
登
録
す
る
。

（
ｂ
）
日
本
医
師
会
は
国
民
の
保
健
衛
生
、
医
師
の
身
分
に
関
す
る
事
項
に
関
し
て
調
査
審
議
す
る
。

（
Ｃ
）
医
師
の
免
許
取
り
消
し
及
び
医
師
の
行
政
処
分
は
医
師
会
の
審
議
を
経
た
あ
と
で
実
施
さ
れ
る
。

（
ｄ
）
医
療
衛
生
に
つ
い
て
の
立
法
行
政
は
医
師
会
の
報
告
、
調
査
、
意
見
を
参
考
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ｅ
）
医
師
会
に
よ
っ
て
議
決
さ
れ
る
報
告
、
調
査
、
意
見
は
医
事
衛
生
事
項
の
立
法
基
準
と
す
る
。

（
ｆ
）
公
衆
衛
生
に
上
重
要
な
医
療
に
関
し
て
医
師
会
は
団
体
診
療
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

上
記
団
体
診
療
契
約
は
行
政
官
庁
の
許
可
に
よ
り
会
員
外
の
医
師
に
対
し
て
も
適
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
か
ら
二
日
後
の
一
七
日
、
中
山
日
医
会
長
、
西
田
日
医
副
会
長
、
鏑
木
改
組
委
員
会
長
、
野
中
、
花
岡
改
組
委
員
会
委
員
が
公
衆
衛

生
福
祉
局
に
出
頭
し
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
佐
、
法
律
担
当
者
ザ
コ
ネ
ー
氏
言
い
の
冒
員
母
ｏ
８
弓
の
）
、
モ
ル
ト
ン
少
佐
等
と
法
的
根
拠
の
問
題

７
、
そ
の
他

（
ａ
）
医

（
ｂ
）
公

（
Ｃ
）
医

（
ｄ
）
医

（
ｅ
）
医

（
ｆ
）
医

（
９
）
医

（
ｈ
）
医

（
ｉ
）
医

（
．
Ｊ
）
今
云

（
ｋ
）
そ

ｂ
、
経
費

医
師
会
の
経
費
は
会
員
の
負
担
す
る
会
費
、
寄
付
金
、
事
業
収
入
に
よ
る
。

医
道
の
昂
揚
に
関
す
る
事
項

公
衆
衛
生
の
教
育
・
指
導
に
関
す
る
事
項

医
療
の
普
及
充
実
に
関
す
る
事
項

医
学
の
振
興
に
関
す
る
事
項

医
学
教
育
の
整
備
に
関
す
る
事
項

医
師
の
補
習
教
育
に
関
す
る
事
項

医
事
衛
生
調
査
研
究
に
関
す
る
事
項

医
業
経
営
の
改
善
に
関
す
る
事
項

医
療
資
材
の
改
良
に
関
す
る
事
項

会
員
の
相
互
扶
助
に
関
す
る
事
項

そ
の
他
目
的
達
成
上
必
要
な
事
項



神里(所)彩子:GHQ占領期における医師会の設立．加入体制の構築経緯 264

三
月
一
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
改
組
委
員
会
で
は
、
「
法
的
関
係
に
於
て
は
監
督
権
そ
の
他
の
問
題
に
よ
り
旧
態
依
然
と
し
て
居
り

（
師
）

何
等
民
主
的
な
新
し
い
味
が
で
な
い
か
ら
小
委
員
会
の
決
定
以
上
は
厚
生
省
医
務
課
に
譲
歩
し
な
い
」
と
の
方
針
を
出
し
、
こ
の
厚
生
省
医

務
課
の
見
解
に
抵
抗
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
日
本
医
師
会
役
員
は
厚
生
省
医
務
局
と
協
議
す
る
の
で
あ
る
が
決
着
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
、

（
鮎
）

三
月
末
に
「
改
組
小
委
員
と
個
々
折
衝
の
形
式
を
と
り
法
的
関
係
の
再
検
討
」
を
し
、
そ
の
結
果
、
特
殊
法
人
化
を
断
念
す
る
こ
と
に
内
定

生
じ
た
の
で
あ
る
。

（
浦
）

に
つ
い
て
懇
談
し
た
。
さ
ら
に
、
一
八
日
、
二
○
日
に
は
厚
生
省
も
ま
じ
え
て
協
議
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
よ

り
ヨ
任
意
加
入
、
任
意
設
立
」
の
意
図
に
反
す
る
か
ら
其
の
様
な
法
的
根
拠
を
持
た
せ
る
こ
と
は
い
け
な
い
、
医
師
会
は
米
国
の
よ
う
に

（
刃
）

全
く
の
フ
リ
ー
な
立
場
で
あ
る
べ
き
」
と
の
見
解
が
示
さ
れ
、
医
師
会
の
特
別
法
人
化
へ
の
望
み
は
断
た
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
二
日
後
の
一
三
日
、
公
衆
衛
生
福
祉
局
長
サ
ム
ス
大
佐
か
ら
「
日
本
と
米
国
で
は
国
情
が
違
ふ
か
ら
或
る
程
度
の
法
的

（
帥
）

根
拠
を
持
つ
こ
と
も
已
む
を
得
な
い
だ
ら
う
」
と
の
通
告
が
あ
り
、
医
師
会
の
特
殊
法
人
化
に
つ
い
て
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
さ
れ
た
の
だ

（
創
）

っ
た
。
「
日
本
医
事
新
報
』
は
サ
ム
ス
大
佐
の
了
承
を
伝
え
る
記
事
の
中
で
「
厚
生
省
で
立
案
を
得
次
第
、
連
合
軍
側
の
意
向
を
質
し
た
上
、

（
魂
）

議
会
に
上
程
、
公
布
の
段
取
り
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
の
了
承
を
得
た
こ
と
で
医
師
会
の
特
殊
法

人
化
は
実
現
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

し
か
し
、
事
態
は
「
対
立
軸
の
転
換
」
と
い
う
思
わ
ぬ
展
開
と
な
る
。
一
月
二
二
日
の
サ
ム
ス
大
佐
の
了
承
を
得
た
こ
と
に
よ
り
改
組
小

（
鋼
）

委
員
会
は
早
速
単
行
法
で
あ
る
「
医
師
会
法
要
綱
」
を
ま
と
め
、
こ
れ
に
日
本
医
師
会
か
ら
の
意
見
を
入
れ
た
要
綱
案
を
作
成
し
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
を
厚
生
省
医
務
局
に
提
示
し
た
と
こ
ろ
、
「
任
意
加
入
、
任
意
設
立
、
然
も
自
然
人
を
以
て
会
員
と
す
る
関
係
上
設
立
の
点
は
極

（
別
）

め
て
統
一
し
に
く
い
、
団
体
診
療
契
約
其
他
に
つ
い
て
反
対
、
更
に
監
督
権
は
依
然
と
し
て
持
つ
等
々
」
と
い
う
否
定
的
な
見
解
が
出
さ
れ

た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
Ｖ
Ｓ
日
本
側
」
と
い
う
対
立
軸
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
対
立
が
、
先
の
サ

ム
ス
大
佐
の
意
向
で
よ
う
や
く
解
消
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
に
き
て
、
「
厚
生
省
医
務
課
側
Ｖ
Ｓ
医
師
側
」
と
い
っ
た
新
た
な
対
立
軸
が
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厚
生
省
医
務
局
の
「
任
意
加
入
、
任
意
設
立
、
然
も
自
然
人
を
以
て
会
員
と
す
る
関
係
上
設
立
の
点
は
極
め
て
統
一
し
に
く
い
」
と
い
う

見
解
は
今
現
在
の
法
的
常
識
か
ら
言
え
ば
も
っ
と
も
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
時
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
期
で
あ
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
が
特
殊
法
人

化
を
了
承
し
た
の
で
あ
る
か
ら
「
任
意
加
入
・
任
意
設
立
の
団
体
で
会
員
は
自
然
人
」
と
い
う
条
件
下
で
あ
っ
て
も
医
師
会
を
法
定
団
体
と

す
る
こ
と
は
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
疑
問
が
残
る
。

医
師
会
は
、
一
九
四
七
年
二
月
一
日
に
「
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
及
び
日
本
医
療
団
等
の
解
散
に
関
す
る
法
律
」
（
一
○
月
三
一
日
公

（
卯
）

布
）
の
施
行
を
受
け
て
解
散
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
同
時
に
厚
生
大
臣
か
ら
日
本
医
師
会
の
設
立
認
可
が
お
り
、
こ
こ
に
現
「
社
団
法
人

（
別
）

日
本
医
師
会
」
が
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。
都
道
府
県
医
師
会
、
郡
市
区
医
師
会
も
各
地
の
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
次
々
に
設
立

（
蛇
）

さ
れ
た
。

社
団
法
人
化
は
五
月
一
九
日
に
開
か
れ
た
改
組
審
議
会
・
改
組
小
委
員
会
・
日
本
医
師
会
役
員
会
の
三
位
一
体
の
連
合
会
議
で
正
式
に
決

（
胡
）

定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
あ
ら
た
に
「
新
生
医
師
会
設
立
要
綱
案
」
が
協
議
さ
れ
、
二
二
日
の
改
組
委
員
会
で
そ
れ
が
決
定
す
る
の
で
あ

（
師
）

す
る
の
だ
っ
た
。

以
上
、
医
師
会
が
「
任
意
設
立
・
任
意
加
入
の
社
団
法
人
」
と
い
う
体
制
を
と
る
に
至
っ
た
経
緯
を
見
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ
こ
か
ら
次

の
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
特
に
③
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
信
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
と
は
異
な
る
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

①
医
師
会
に
対
す
る
国
家
統
制
の
排
除
、
そ
し
て
、
「
権
威
あ
る
医
師
会
」
と
な
る
こ
と
が
終
戦
直
後
の
医
師
の
共
通
し
た
要
望
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
抜
本
的
改
組
に
つ
い
て
は
、
医
師
か
ら
特
に
反
対
の
声
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。

②
改
組
作
業
に
携
わ
る
医
師
会
幹
部
は
「
旧
勢
力
の
温
存
」
を
目
論
ん
で
医
師
会
の
強
制
設
立
・
強
制
加
入
体
制
を
維
持
し
よ
う
と
し

（
帥
）

つ
》
」
。

》
Ｊ
Ｊお

わ
、
ノ
に
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た
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
示
に
よ
り
実
現
せ
ず
、
任
意
設
立
・
任
意
加
入
制
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

③
医
師
会
が
民
法
三
四
条
に
基
づ
く
公
益
社
団
法
人
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
医
師
会
の
設
立
を
法
律
に
よ
っ
て
規
定
し
よ
う
と

（
鮒
）

す
る
当
初
の
方
針
は
、
総
司
令
部
側
の
反
対
に
よ
り
実
現
」
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
記
述
は
正
確
で
は
な

く
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
反
対
か
ら
転
じ
て
医
師
会
の
法
定
化
を
了
承
し
た
の
ち
、
厚
生
省
の
反
対
に
よ
り
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

厚
生
省
医
務
課
が
特
殊
法
人
化
に
反
対
し
た
真
意
は
何
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
医
師
会
側
が
そ
れ
を
あ
き
ら
め
た
理
由
は
何

だ
っ
た
の
か
。
法
理
論
的
理
由
以
外
に
何
か
理
由
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

参
考
文
献
及
び
注

（
１
）
平
成
一
二
年
一
二
月
三
一
日
現
在
の
医
師
総
数
二
五
万
五
七
九
二
人
（
厚
生
労
働
省
平
成
一
二
年
「
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
調
査
」
）
に

対
し
て
平
成
一
三
年
一
二
月
一
日
現
在
の
会
員
数
は
一
五
万
六
六
六
六
人
（
「
日
本
医
師
会
会
員
数
調
査
」
）
。

（
２
）
も
っ
と
も
、
都
道
府
県
医
師
会
員
で
な
け
れ
ば
日
本
医
師
会
員
と
な
れ
な
い
。
ま
た
、
郡
市
区
医
師
会
ま
た
は
そ
の
他
の
医
師
会
の
会
員
で
な

け
れ
ば
都
道
府
県
医
師
会
員
と
な
れ
な
い
。

（
３
）
詳
細
に
言
え
ば
、
郡
市
区
医
師
会
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
医
師
会
と
し
て
大
学
単
位
で
医
師
会
を
設
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

（
４
）
本
稿
で
は
基
本
的
に
西
暦
表
記
と
す
る
が
、
戦
前
の
法
律
の
制
定
・
改
正
等
に
関
し
て
は
和
暦
表
記
と
す
る
。

（
５
）
我
が
国
の
国
会
図
書
館
で
も
閲
覧
可
能
。
筆
者
は
ア
メ
リ
カ
の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
に
あ
る
国
立
公
文
書
館
を
訪
れ
る
機
会
を
得
、
現
物
を
手
に

（
６
）

（
７
）

（
８
）

へ
９
－

〆
誼

「
医
師
会
改
組
の
勅
令
公
布
」
「
日
本
医
師
会
雑
誌
」
一
八
巻
五
号
、
二
八
頁
、
一
九
四
二
年
八
月
。

東
京
医
会
（
一
八
八
六
年
設
立
）
、
大
日
本
医
会
二
八
九
三
年
設
立
）
、
帝
国
連
合
会
二
九
○
三
年
設
立
）
等
。

一
八
九
三
年
に
薬
剤
師
が
全
国
組
織
の
日
本
薬
剤
師
会
を
つ
く
っ
て
医
薬
分
業
を
定
め
る
法
律
制
定
に
向
け
た
政
治
運
動
を
進
め
て
お
り
、
開

業
医
は
こ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
の
団
結
が
必
要
で
あ
っ
た
。

医
師
会
法
案
反
対
同
盟
二
八
九
八
年
設
立
）
、
の
ち
に
、
一
八
九
九
年
に
明
治
医
会
と
改
称
。

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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ヘ
７
－

〆
『
１
１
』

ヘ
８
一

一
屯
’
且
一

（
岨
）

（
Ｍ
）

へへ

1312
…ー

（
Ⅱ
）

（
蛆
）

（
略
）

（
巧
）

大
学
出
身
医
師
は
大
学
出
身
以
外
の
医
師
の
質
の
向
上
を
訴
え
て
お
り
、
大
学
出
身
以
外
の
医
師
を
会
員
と
す
る
医
師
会
の
設
立
は
時
期
尚
早

で
、
も
し
設
立
さ
れ
た
な
ら
ば
自
分
達
も
加
入
し
従
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
た
め
猛
反
対
し
た
。
も
っ
と
も
、
運
動
の
途
中
、
医
師
会

の
任
意
設
立
ま
で
は
認
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

国
民
医
療
法
制
定
ま
で
、
公
衆
ま
た
は
特
定
多
数
人
の
た
め
に
医
業
を
な
す
場
所
を
診
療
所
と
し
、
病
院
は
そ
の
一
種
と
さ
れ
て
い
た
。
す
な

わ
ち
、
病
院
・
診
療
所
の
定
義
が
現
在
と
異
な
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
方
法
で
、
稲
田
龍
吉
氏
が
ｎ
本
医
師
会
長
に
、
中
山
寿
彦
氏
が
副
会
長
に
一
九
四
三
年
二
月
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
構
造
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
し
た
い
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
陸
軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
と

連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
の
二
重
構
造
を
形
成
し
て
い
た
。
公
衆
衛
生
福
祉
局
（
Ｐ
Ｈ
Ｗ
）
は
民
政
担
当
の
Ｇ

Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
幕
僚
部
の
一
つ
と
し
て
設
置
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
は
医
務
部
（
Ｍ
Ｓ
）
が
設
置
さ
れ
て
い

た
。
占
領
期
の
医
療
政
策
を
主
導
し
た
の
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
／
Ｐ
Ｈ
Ｗ
で
あ
り
、
医
師
会
の
改
組
も
Ｐ
Ｈ
Ｗ
が
関
与
し
た
政
策
の
一
つ
で

あ
る
。
杉
山
章
子
「
占
領
期
の
医
療
改
革
』
二
七
頁
、
勁
草
書
房
、
東
京
、
一
九
九
五
年
参
照
。

本
改
正
で
、
「
道
府
県
医
師
会
」
が
「
都
道
府
県
医
師
会
」
に
改
め
ら
れ
た
。

一
九
四
○
年
一
月
一
二
日
に
日
本
医
師
会
お
よ
び
全
国
医
師
連
合
会
が
合
同
で
決
定
し
た
「
医
師
会
改
組
要
綱
（
案
）
」
で
は
、
役
員
は
「
選

挙
」
で
決
め
る
と
し
て
い
た
。
「
彙
報
日
医
の
最
高
方
針
既
に
決
定
」
「
日
本
医
師
会
雑
誌
』
一
五
巻
一
○
号
、
三
二
頁
、
一
九
四
○
年
一

「
ゴ
Ｊ
Ｏ

「
終
戦
に
伴
ひ
民
主
主
義
の
胎
動
は
新
日
本
建
設
の
基
盤
と
し
て
各
方
面
に
膨
群
と
起
り
っ
参
あ
る
が
、
我
が
医
界
に
於
て
も
官
製
医
師
会
否

定
、
医
師
会
民
、
王
化
の
声
が
漸
次
熾
ん
と
な
り
、
具
体
的
運
動
に
ま
で
発
展
せ
ん
と
の
情
勢
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
厚
生
省
で
は
逸
早
く
此
の
問

題
を
取
り
上
げ
て
改
正
案
の
作
成
を
急
ぎ
っ
畠
あ
っ
た
が
、
此
程
漸
く
成
案
を
得
た
の
で
十
一
月
二
十
日
附
勅
令
を
以
て
公
布
、
十
二
月
一
日

よ
り
実
施
す
る
こ
と
湯
な
っ
た
。
」
「
民
主
的
医
師
会
建
設
の
基
盤
」
「
日
本
医
事
新
報
」
二
七
三
号
、
一
二
頁
、
一
九
四
五
年
一
二
月
一
日
。

「
医
師
会
の
民
主
化
進
む
」
「
日
本
医
事
新
報
」
二
七
五
号
、
一
○
頁
、
一
九
四
六
年
一
月
一
日
。

「
日
本
医
師
会
長
決
定
す
」
『
日
本
医
事
新
報
』
一
一
七
八
号
、
九
頁
、
一
九
四
六
年
二
月
一
五
日
。

戸
田
正
三
氏
に
三
票
、
前
会
長
で
あ
る
稲
田
龍
吉
氏
は
一
票
得
票
。
前
掲
（
肥
）
。
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（
犯
）
日
本
医
師
会
創
立
五
○
周
年
記
念
事
業
推
進
委
員
会
記
念
誌
編
纂
部
会
編
「
日
本
医
師
会
設
立
記
念
誌
戦
後
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』
八
頁
、
日

へへ

3130
ー…

へへへへ

29282726

の
巴
少
筋
〔
）
ｇ
胃
ご
ロ
、
目
①
白
○

（
型
）
前
掲
（
羽
）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
史
料
。

（
妬
）
ち
な
み
に
、
一
九
四
六
年
一

（
型
）
前
掲
（
略
）
。

（
羽
）
日
本
医
師
会

（
別
）
「
彙
報
日
本
医
師
会
設
立
総
会
」
『
日
本
医
師
会
雑
誌
」
一
八
巻
一
○
号
、
三
二
頁
、
一
九
四
三
年
一
月
。

（
別
）
も
っ
と
も
、
改
組
の
最
終
局
面
に
至
っ
て
も
医
師
会
幹
部
の
民
主
主
義
的
意
識
改
革
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
新
生
医
師
会
の
第
一
回
役
員

選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
た
前
日
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
勧
告
を
発
し
、
遂
に
メ
ス
を
入
れ
た
。
後
掲
（
虹
）
参
照
。

の
西
Ｃ
お
○
シ
勺
宛
Ｒ
９
号
扇
○
×
ｇ
・
窟
ミ
弓
○
屋
閏
昌
厨
旨
冒
吊
附
冨
且
旨
巴
シ
朋
○
凰
里
ざ
ミ
ヨ
⑦
日
○
こ
ぶ
．
Ｐ
屋

出
席
者
は
、
石
橋
長
英
、
斎
藤
潔
、
柿
沼
美
作
、
田
宮
猛
雄
。
前
掲
（
調
）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
史
料
。

た
だ
し
、
そ
の
後
に
こ
れ
に
該
当
す
る
よ
う
な
五
人
で
構
成
さ
れ
た
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

国
民
医
療
法
案
を
審
議
し
た
第
二
回
衆
議
院
特
別
委
員
会
（
昭
和
一
七
年
一
月
二
六
日
）
で
、
中
村
梅
吉
委
員
よ
り
、
「
唯
監
督
官
庁
だ
け
の

認
定
に
依
っ
て
品
位
を
害
す
る
行
為
な
り
、
或
は
然
ら
ず
と
言
う
こ
と
で
免
許
を
取
消
し
、
又
は
停
止
が
出
来
る
と
言
う
の
で
は
」
困
る
の

で
、
「
品
位
を
害
す
る
と
は
是
れ
是
れ
の
場
合
を
示
す
と
言
う
列
挙
主
義
」
を
と
る
の
か
、
「
諮
問
機
関
を
設
け
る
か
」
、
あ
る
い
は
、
医
師
会

に
諮
問
す
る
の
か
、
は
っ
き
り
し
て
欲
し
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

「
医
療
法
改
正
の
要
望
急
！
」
「
日
本
医
事
新
報
」
二
七
五
号
、
一
○
～
二
頁
、
一
九
四
六
年
一
月
一
日
。

例
え
ば
、
「
医
師
の
数
及
び
配
置
、
医
薬
品
材
料
の
発
注
配
給
、
看
護
婦
並
に
保
健
婦
の
養
成
等
、
事
医
事
衛
生
に
関
す
る
事
項
は
医
師
会
に

於
て
之
を
決
定
す
る
」
こ
と
や
、
「
医
業
広
告
取
締
に
関
す
る
事
項
」
や
「
学
校
衛
生
に
関
す
る
事
項
」
を
そ
の
事
業
と
し
て
い
る
。
前
掲

九
四
八
年
一
月
一
日
。

の
西
Ｃ
、
の
。
シ
勺
宛
の
ｎ
ｏ

出
席
者
は
、
石
橋
長
十

ち
な
み
に
、
一
九
四
六
年
一
月
一
七
日
当
時
の
全
国
会
員
数
は
四
万
三
七
○
八
人
で
あ
っ
た
と
い
う
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
し
た
日
医
予
算
承
認
申

請
書
に
付
し
た
参
考
資
料
に
よ
る
）
。
古
瀬
安
俊
「
医
師
会
改
組
史
Ⅱ
終
戦
か
ら
解
散
迄
Ⅱ
」
『
日
本
医
事
新
報
」
一
二
四
二
号
、
一
七
頁
、
一

日
本
医
師
会
第
四
回
臨
時
総
会
で
の
サ
ム
ス
大
佐
の
ス
ピ
ー
チ
。

岡
一
少
器
（
）
Ｑ
胃
ざ
ロ
言
吊
目
（
）
こ
ぶ
』
』
．

（
鋤
）
。

⑦
塵
Ｃ
べ
ゆ
○
少
帛
〕
詞
①
Ｑ
）
ａ
里
、
（
）
〆
員
）
．
麗
埼
南
ざ
匡
四
武
匡
の
當
昌
）
閏
］
＄
①
旨
①
会
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（
卿
）
当
初
は
「
改

（
妃
）
前
掲
（
抑
）

（
⑬
）
前
掲
（
犯
）
。

へへへ

464544
……ー

へへへへへ

4342414039
……ー

へへ

3837
ー

（
妬
）

字
00
ー

前
掲
へ

34
…

○

へ へ

3433
ー

前
掲
（
蝿
）
。

こ
の
点
、
医
師
と
同
じ
く
高
度
専
門
職
と
さ
れ
る
弁
護
士
が
、

弁
護
士
名
簿
の
備
権
と
い
っ
た
自
治
権
を
持
っ
た
強
制
設
立

当
初
は
「
改
組
委
員
会
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。

「
医
師
会
今
後
の
動
向
」
日
本
医
事
新
報
一
二
○
六
号
、
二
一
頁
、
一
九
四
七
年
一
月
一
日
。
も
っ
と
も
、
翌
一
○
月
に
ま
と
ま
っ
た
「
医
師

会
改
組
要
綱
案
」
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
と
し
て
。

前
掲
（
犯
）
。

の
出
Ｃ
、
⑫
。
シ
勺
詞
Ｒ
ｏ
ａ
里

ｐ
Ｈ
四
津
三
画
ど
の
の
中
の
３
．

前
掲
（
州
）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
史
料
。

「
医
師
会
改
組
委
員
会
」
日
本
医
事
新
報
一
二
○
○
号
、
一
○
頁
、
一
九
四
六
年
一
○
月
一
二
日
。

本
懇
談
会
は
こ
の
一
回
を
も
っ
て
解
散
。

日
本
側
の
出
席
者
は
、
久
下
、
ウ
エ
ャ
マ
（
漢
字
不
明
）
、
斉
藤
、
柿
沼
、
草
間
、
内
村
、
小
畑
、
西
田
、
菊
池
、
花
岡
、
浅
野
、
古
瀬
、
今

牧
。
後
掲
（
伽
）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
史
料
。

牧
。
後
掲
〈

前
掲
（
胡
）
。

本
医
師
会
、
東
京
、
一
九
九
七
年
。

古
瀬
安
俊
「
医
師
会
改
組
史
ｌ
終
戦
か
ら
解
散
迄
ｌ
」
「
日
本
医
事
新
報
』
一
二
四
二
号
、
一
九
頁
、
一
九
四
八
年
一
月
一
日
。

古
瀬
安
俊
「
医
師
会
改
組
史
ｌ
終
戦
か
ら
解
散
迄
ｌ
」
『
日
本
医
事
新
報
」
一
二
四
二
号
、
二
○
頁
、
一
九
四
八
年
一
月
一
日
。
な
お
、
Ｇ
Ｈ

Ｑ
か
ら
伝
え
ら
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
。

組
委
員
会
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
史
料
。

詞
の
ｏ
ｏ
ａ
里
ｍ
ｏ
ｘ
。
（
）
．
麗
蟷
ご
司
○
丘
閏
庁
琶
興
］
四
つ
閏
］
＄
①
旨
①
島
。
巴
少
朋
○
凰
胃
さ
ミ
ヨ
①
口
５
己
急
．
Ｐ
ざ

）
中
の
３
。
前
掲
（
伽
）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
史
料
。

戦
後
、
適
正
な
弁
護
活
動
が
で
き
る
よ
う
弁
護
士
に
対
す
る
監
督
や
懲
戒
権
、

強
制
加
入
の
弁
護
士
会
の
設
立
を
目
指
し
た
こ
と
と
大
き
く
異
な
る
。
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へへへへへ

5857565554
ーーー…

へへへへ

53525150
……ー…

ヘ
ハ
ノ
白
一

一
〈
ｈ
Ｕ
』

、
、
史
Ｊ
一

戸
６
｝

へへ

6160
……

ヘ
戸
、
〉
一

一
戸
、
〕
、

（
師
）

へへ

6564
……

へ

59
…

前
掲
一、

57

前前
掲掲

前
掲
（
例
）
。
の
函
Ｃ
お
○
シ
も
罰
①
８
己
望
ｍ
Ｏ
ｘ
目
○
．
麗
ミ
苗
○
匡
閏
胃
両
盲
目
月
附
言
８
月
巴
シ
閉
○
口
目
目
昔
話
冒
○
ら
急
・
巳
尾

案
文
整
理
委
員
に
、
花
岡
和
夫
（
千
葉
）
、
野
中
幸
夫
（
大
阪
）
、
渡
辺
覚
造
（
茨
城
）
、
柴
橋
七
蔵
（
愛
知
）
、
小
林
茂
雄
（
岩
手
）
、
榊
原
亨
（
岡

山
）
、
二
宮
司
（
福
岡
）
。
前
掲
（
塊
）
。

「
改
組
委
員
会
開
催
」
『
日
本
医
事
新
報
」
一
二
○
七
号
、
一
六
頁
、
一
九
四
七
年
一
月
二
日
。

「
医
師
会
は
会
員
の
自
主
性
を
基
礎
と
す
る
権
威
あ
る
団
体
た
ら
し
む
た
め
任
意
加
入
を
以
て
原
則
と
す
但
し
内
外
の
情
勢
よ
り
し
て
経
過
的

に
現
在
の
会
員
が
全
員
加
入
す
る
様
何
等
か
の
方
途
を
併
せ
講
ず
る
こ
と
と
す
」
と
の
「
理
由
」
。

の
国
Ｃ
お
○
シ
勺
詞
の
８
ａ
亀
田
○
×
巨
○
畠
ミ
弓
（
〕
屋
閏
昌
両
苛
９
口
①
の
①
旨
＆
旨
巴
シ
朋
○
Ｑ
島
目
、
日
①
目
○
こ
ぶ
届
・
ら

「
医
師
会
員
の
中
の
極
少
数
の
者
は
新
医
師
会
の
動
き
に
注
意
す
る
け
れ
ど
も
常
に
全
然
無
関
心
で
居
る
会
員
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。
」
「
会

「
改
組
委
員
会
開
催
」
『
日
圭

各
県
の
医
師
会
が
不
参
加
。

前
掲
（
師
）
。

「
改
組
委
員
会
開
催
」
「
日
本
医
事
新
報
」
一
二
○
七
号
、
一
四
頁
、
一
九
四
七
年
一
月
二
日
。
栃
木
、
山
梨
、
島
根
、
福
岡
以
外
の
九
州
の

前
掲
（
詔
）
な
ど
。

「
日
医
改
組
委
員
会
開
催
」
日
本
医
事
新
報
二
一
○
一
号
、
一
六
頁
、
一
九
四
七
年
一
月
一
日
。
な
お
、
Ｃ
・
Ｆ
・
サ
ム
ス
著
、
竹
前
栄
治
編

訳
「
Ｄ
Ｄ
Ｔ
革
命
」
（
一
九
八
六
年
）
の
二
五
○
頁
の
コ
ラ
ム
に
お
け
る
一
○
月
三
○
日
と
の
記
述
は
間
違
い
と
思
わ
れ
る
。

「
医
師
会
今
後
の
動
向
」
「
日
本
医
事
新
報
」
一
二
○
六
号
、
二
一
頁
、
一
九
四
七
年
一
月
一
日
。

「
医
師
会
改
組
要
綱
案
」
「
日
本
医
事
新
報
」
一
二
○
七
号
、
一
五
頁
、
一
九
四
七
年
一
月
二
日
。

「
医
師
会
改
組
の
経
過
報
告
」
「
日
本
医
師
会
雑
誌
」
一
二
巻
一
号
、
五
五
頁
、
一
九
四
七
年
一
月
。

「
総
意
に
よ
る
新
改
組
委
員
会
開
催
」
『
日
本
医
事
新
報
」
一
二
○
五
号
、
一
四
頁
、
一
九
四
六
年
一
二
月
二
日
。

前
掲
（
師
）
。

へへへ

333640
ーー…

○

Ｇ
Ｈ
Ｑ
史
料
。
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n房1

ム／」

（
銘
）
委
員
は
花
岡

（
的
）
前
掲
（
御
）
。

（
、
）
出
席
者
は
、

木
、
草
間
。

（
、
）
「
医
師
会
改
栴

（
泥
）
前
掲
（
和
）
、

へへへへ

85848382
………ー

ヘ
『
ｌ
ｌ
－

〆
ｎ
×
〕
｝

〆－，

80
、一

一些一

目I」

掲

、
○
×
ロ
○
．
霞

要
綱
案
が
一

（
沼
）
前
掲
（
弘
）
。

（
円
）
前
掲
（
利
）
。

（
刀
）

（
稲
）

（
巧
）

（
科
）

ヘ

ヴo
JJ

報
新
生
医
師
会
発
足
」
「
日
本
医
師
会
雑
誌
」
二
一
巻
八
号
、
四
七
頁
、
一
九
四
七
年
二
月
。

委
員
は
花
岡
和
夫
、
安
井
雅
一
、
榊
原
亨
、
野
中
幸
夫
、
大
里
廣
次
郎
。
前
掲
（
例
）
。

前
掲
（
、
）
。

「
医
師
会
・
医
療
団
の
其
の
後
」
「
日
本
医
事
新
報
』
一
二
一
二
号
、
九
頁
、
一
九
四
七
年
三
月
一
日
。

「
改
組
問
題
最
終
段
階
へ
」
「
日
本
医
事
新
報
』
一
二
○
九
号
、
五
頁
、
一
九
四
七
年
二
月
一
日
。

「
改
組
か
ら
新
医
師
会
準
備
完
了
ま
で
」
『
日
本
医
事
新
報
」
二
三
八
号
、
一
六
頁
、
一
九
四
七
年
八
月
二
日
。

一
九
四
七
年
一
月
二
八
日
に
中
山
寿
彦
日
本
医
師
会
会
長
よ
り
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
佐
に
提
出
さ
れ
た
文
書
を
訳
し
た
。
の
国
Ｃ
肪
○
醇
勺
罰
①
８
ａ
里

国
）
×
【
〕
○
．
畠
合
弓
○
丘
①
興
筐
①
当
四
目
。
①
の
①
三
の
ｇ
ｏ
巴
醇
朋
（
）
Ｑ
目
Ｏ
ｐ
Ｂ
（
〕
９
日
》
の
凹
朋
Ｃ
Ｑ
目
○
国
詞
の
○
侭
四
昌
圃
目
○
口
国
弓
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
の

要
綱
案
が
「
日
本
医
師
会
雑
誌
』
二
一
巻
一
号
、
五
六
頁
、
一
九
四
七
年
一
月
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
月
一
七
日

前
掲
（
別
）
・

前
傾
（
布
）
。

前
掲
（
布
）
・

前
掲
（
乃
）
。

「
医
師
会
改
組
急
速
調
」
「
日
本
医
事
新
報
』
一
二
○
八
号
、
八
頁
、
一
九
四
七
年
一
月
二
一
日
。

（
別
）
・

七
日
か
ら
二
二
日
ま
で
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
Ｐ
Ｈ
Ｗ
覚
書
が
（
お
そ
ら
く
）
作
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。

審
議
会
か
ら
浅
野
均
一
、
隈
部
英
雄
、
役
員
か
ら
藤
田
宗
一
、
内
村
祐
之
、
小
委
員
会
か
ら
花
岡
、
安
井
、
榊
原
、
野
中
、
鏑
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（
兜
）

（
例
）
も
っ
と
も
、
こ
の
時
点
で
は
、
新
生
医
師
会
の
役
員
は
一
切
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
運
営
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
役
員
選
挙

を
予
定
日
し
て
い
た
一
九
四
七
年
八
月
三
○
日
の
前
日
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
よ
り
「
国
民
医
療
法
」
施
行
か
ら
当
時
ま
で
に
会
則
上
の
役
職
に
就
任
し

た
者
の
立
候
補
を
辞
退
す
る
よ
う
勧
告
が
だ
さ
れ
、
選
挙
を
持
ち
越
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
医
師
会
幹
部

の
総
退
陣
を
勧
告
」
『
日
本
医
事
新
報
』
一
二
三
一
号
、
二
○
頁
、
一
九
四
七
年
九
月
二
日
、
一
二
三
二
号
、
二
一
頁
、
一
九
四
七
年
九
月

二
一
日
。
⑦
国
Ｃ
防
○
シ
弔
詞
①
８
ａ
堅
田
○
×
己
○
．
麗
渠
ご
甸
○
丘
閏
胃
厨
旨
９
．
＄
の
旨
の
ｓ
ｏ
巴
醇
の
の
Ｃ
Ｑ
臼
旨
己
言
〕
①
日
○
ら
ｓ
，
、
．
＄

（
蛇
）
一
九
四
七
年
二
月
末
当
時
で
三
八
の
都
道
府
県
医
師
会
が
設
立
さ
れ
た
。
「
新
生
医
師
会
の
発
足
」
「
日
本
医
師
会
雑
誌
」
一
二
巻
八
号
、
四

（
部
）
前
掲
（
茄
）
。

（
師
）
前
掲
（
柘
）
・

（
肥
）
「
新
生
医
師
〈

（
開
）
前
掲
（
弘
）
。

（
卯
）
前
掲
（
犯
）
。

七
頁
、
一
九
四
七
年
二
月
。

厚
生
省
医
務
局
編
集
「
医
制
一

「
新
生
医
師
会
は
社
団
法
人
六
月
中
に
設
立
準
備
完
了
」
『
日
本
医
事
新
報
」
一
二
一
二
号
、
一
五
頁
、
一
九
四
七
年
六
月
一
日
。

『
医
制
百
年
史
』
四
三
一
頁
、
ぎ
よ
う
せ
い
、
東
京
、
一
九
七
六
年
。

（
科
学
技
術
文
明
研
究
所
）



ConstructionDetailsofthe@6EstablishmentandEntry''System

ofMedicalAssociationsintheGHQOccuPationPeriod

AvakoKAMISATO-TOKORO

ThepresentMedicalAssociations(includingbothnationalandlocalones)whichwere

establishedintheGHQoccupationperiodhaveadoptedthesystemof"public-service

corporationofvoluntaryestablishmentandvoluntaryentry."BeforeWorldWarll,Medical

Associationswerelegislatedbylawandusedthesystemof"voluntaryestablishmentand

forcedentry"or:6forcedestablishmentandforcedentry."Inthisessay,Iexaminedthedetails

abouthowthispresentsystemwasconstructedundertheGHQoccupation.Astheresult,the

followingwerefound.Especiallyabout(3),Imadeitclearthatthewaymentionedinpast

literaturehascontainedsomeinaccuracies.(1)Aftertheterminationofthewar,medical

doctorscommonlyhopedthatMedicalAssociationswouldnotbestate-controlled.Sothey

didn'topposedrasticreorganizationoftheassociations.(2)ExecutiveofficialsofMedical

Associationswhoparticipatedintheworkofreorganizationtriedtomaintainthe"forced

establishmentandforcedentry''systembecausetheyweretryingtopreservetheoldpower.

AtthedirectionoftheGHQ,however,theyadoptedthe(@voluntaryestablishmentand

voluntarventrv"svstem.(3)IthassofarbeenmentionedthatMedicalAssociationsbecame

public-servicecorporationsbasedonarticle34ofthecivillaw,astheGHQopposedMedical

Associationsbecomingorganizationslegislatedbylaw.Butthispositionisincorrectbecause

（
ざ
寅
）
巾
函
鰕
榊
（
扇
恕
柁
澤
朴
忠
幽
持
国

鞆
ト
ベ
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